
(57)【要約】

【課題】偏摩耗が軽減され、かつ、発熱耐久性の改善さ

れた空気入りラジアルタイヤを提案する。

【解決手段】複数本のコードをタイヤの回転軸に沿って

配列した少なくとも一枚のプライを、ビード部にそれぞ

れ埋設したビードコアの相互間でトロイダルに延在させ

たカーカス１を備え、このカーカス１のクラウン部のタ

イヤ径方向外側に交錯層を含むベルト層２を配置し、さ

らにその径方向外側にタイヤの周りに沿う複数の溝3aに

よって区画形成された陸部3bを有するトレッド3を配設

した空気入りラジアルタイヤにおいて、前記トレッド３

の幅方向の最も外側に位置する陸部3bの内側又はその直

下のみに、タイヤのショルダー部における接地圧を軽減

してその部位の偏摩耗を抑制する密閉空間４を設ける。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ イ ヤ の 回 転 軸 に 沿 っ て 複 数 本 の コ ー ド を 配 列 し た 少 な く と も 一 枚 の プ ラ イ を 、 ビ ー ド
部 に そ れ ぞ れ 埋 設 し た ビ ー ド コ ア の 相 互 間 で ト ロ イ ダ ル に 延 在 さ せ た カ ー カ ス を 備 え 、 こ
の カ ー カ ス の ク ラ ウ ン 部 の タ イ ヤ 径 方 向 外 側 に 交 錯 層 を 含 む ベ ル ト 層 を 配 置 し 、 さ ら に そ
の 径 方 向 外 側 に タ イ ヤ の 周 り に 沿 う 複 数 の 溝 に よ っ て 区 画 形 成 さ れ た 陸 部 を 有 す る ト レ ッ
ド を 配 設 し た 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ に お い て 、
　 前 記 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 陸 部 の 内 側 又 は そ の 直 下 の み に 、 タ イ ヤ の
シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 接 地 圧 を 軽 減 し て そ の 部 位 の 偏 摩 耗 を 抑 制 す る 密 閉 空 間 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 密 閉 空 間 は 、 タ イ ヤ の 周 り に 沿 っ て 連 続 し て 延 び る も の で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 空
気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 密 閉 空 間 は 、 少 な く と も タ イ ヤ の 幅 方 向 の 内 側 よ り も タ イ ヤ の 幅 方 向 外 側 に お い て
よ り 大 き な 隙 間 を 有 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 密 閉 空 間 の 断 面 積 は 、 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 陸 部 の 断 面 積 の 1.5
～ 25％ で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 交 錯 層 の 幅 端 か ら タ イ ヤ の ト レ ッ ド 踏 面 ま で を 最 短 距 離 で 結 ぶ 仮 想 線 上 で 、 該 ト レ
ッ ド 踏 面 か ら 密 閉 空 間 に 至 る ま で の 距 離 を d１ と し 、 ト レ ッ ド の 幅 端 か ら 密 閉 空 間 に 至 る
ま で の 最 短 距 離 を d２ と し 、 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 溝 の 深 さ を Ｄ と し た
場 合 に 、 d１ 、 d２ は 、 下 記 の 条 件 を 満 足 す る も の で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の
空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.7D＜ d１ ≦ d２ ＜ D＋ ２
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 交 錯 層 の 上 面 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 密 閉 空 間 の
隙 間 の 寸 法 を a１ と し 、 該 仮 想 線 と 密 閉 空 間 と の 交 点 か ら 密 閉 空 間 の ト レ ッ ド 幅 方 向 内 側
端 に 至 る ま で の 距 離 を w１ と し 、
　 前 記 ト レ ッ ド の 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 仮 想 線 と 密 閉
空 間 と の 交 点 か ら 密 閉 空 間 の ト レ ッ ド 幅 方 向 外 側 に 至 る ま で の 距 離 を w２ と し た 場 合 に 、 a

１ 、 w１ 、 w２ は 下 記 の 条 件 を 満 足 す る も の で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か に 記 載 の 空 気 入
り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 w１ ・ a１ ≧ 5　 か つ w２ ≧ 0
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ト レ ッ ド の 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 密 閉 空 間 の 隙
間 の 寸 法 を a２ と し た 場 合 に 、 d１ 、 a１ 、 d２ 、 a２ は 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a１ ≦ d１ ≦ 10・ a１ 　 か つ a２ ≦ d２ ≦ 3・ a２
　 　 　 　 　 も し く は 、 　 1≦ d１ /a１ ≦ 10　 か つ 1≦ d２ /a２ ≦ 3
の 条 件 を 満 足 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か に 記 載 の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ト ラ ッ ク や バ ス あ る い は 建 設 車 両 等 の 重 荷 重 車 両 に 装 着 し て 好 適 な 空 気 入 り
ラ ジ ア ル タ イ ヤ に 関 す る も の で あ り 、 と く に 、 中 ～ 高 耐 摩 耗 域 （ 6000
miｌ e/mmあ る い は 10000km/mm） を 超 え る 領 域 （ 中 ～ 高 耐 摩 耗 域 と は 、 タ イ ヤ 1mm当 た り の
走 行 距 離 が 長 い 使 用 条 件 領 域 の こ と 、 す な わ ち タ イ ヤ に か か る 入 力 が マ イ ル ド な 領 域 を い
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う 。 ） で の 走 行 に お け る 各 種 耐 久 性 能 を 確 保 す る と と も に 、 シ ョ ル ダ ー 部 に 発 生 し が ち で
あ っ た 偏 摩 耗 （ シ ョ ル ダ ー エ ッ ジ ウ エ ア ー （ SEW） 、 テ ー パ ー ウ エ ア ー （ TW） 等 ） を 回 避
し て タ イ ヤ の 棄 去 ラ イ フ を よ り 一 層 延 長 し よ う と す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 北 米 市 場 等 に お い て 使 用 さ れ て い る 車 両 で は 、 中 ～ 高 耐 摩 耗 域 を 超 え る 場 合
に お い て も 安 定 し た 走 行 が で き る よ う 、 そ れ に 装 着 す る タ イ ヤ は 高 い 耐 久 性 能 が 要 求 さ れ
て い る が 、 と く に ト レ ッ ド シ ョ ル ダ ー 部 に 発 生 す る 偏 摩 耗 に 関 し て は 、 ト レ ッ ド の 他 の 部
位 に 溝 が 残 っ て い て も 振 動 、 騒 音 の 発 生 原 因 に な る こ と か ら 、 ユ ー ザ ー に よ っ て は タ イ ヤ
が 取 り 外 さ れ て し ま う 可 能 性 が あ り 、 か か る 偏 摩 耗 を 極 力 軽 減 す る こ と が 必 要 不 可 欠 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 偏 摩 耗 は 、 微 小 サ イ ド フ ォ ー ス が 入 力 さ れ シ ョ ル ダ ー 部 の 接 地 圧
が 上 昇 し て 摩 耗 エ ネ ル ギ ー が 大 と な り 、 他 の 接 地 部 位 と の 間 で 摩 耗 速 度 に 差 が 生 じ る こ と
に よ っ て 起 こ る も の で あ っ て 、 従 来 は 、 シ ョ ル ダ ー の バ ッ ド レ ス 部 に Side　 Grooveと 呼 ば
れ る 周 方 向 溝 を 形 成 し て そ の 部 位 の 接 地 面 圧 を 低 減 す る こ と で 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 制 す る よ
う に し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 シ ョ ル ダ ー の バ ッ ド レ ス 部 に 周 方 向 溝 を 形 成 す る 従 来 の 偏 摩 耗 防 止 手 段 で は
、 走 行 時 に 入 力 さ れ る 歪 に よ り 溝 底 に ク ラ ッ ク を 発 生 さ せ る 場 合 が あ り 、 と く に 低 耐 摩 耗
域 （ 5000km/mm以 下 ） を 走 行 す る 場 所 に お い て は 該 ク ラ ッ ク が ベ ル ト 層 へ と 進 展 し て い く
こ と も 懸 念 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 点 に 関 す る 先 行 技 術 と し て は 、 タ イ ヤ の バ ッ ト レ ス 部 に 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 沿 い 所 定
間 隔 で 離 隔 さ せ 、 か つ 、 バ ッ ト レ ス 表 面 か ら ト レ ッ ド 部 内 方 に 向 け ベ ル ト の タ イ ヤ 半 径 方
向 外 方 で 伸 び る 複 数 個 の ピ ン 穴 状 横 穴 部 を 設 け た 構 造 の タ イ ヤ が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002-29217号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 こ の 種 の タ イ ヤ に お い て は タ イ ヤ ラ イ フ を 決 定 す る フ ァ ク タ ー と し て 発 熱 耐 久 性
能 も 重 要 な 性 能 の 一 つ と な っ て お り 、 そ の 向 上 を 図 る こ と も 求 め ら れ て い る 。 か か る 発 熱
耐 久 性 能 は タ イ ヤ の 構 造 的 な 制 約 か ら タ イ ヤ の 摩 耗 性 能 や 偏 摩 耗 性 能 、 ベ ル ト 耐 久 性 能 を
向 上 さ せ る 際 の 背 反 事 項 と な っ て お り （ 発 熱 耐 久 性 能 は 、 ベ ル ト 層 の 第 二 ベ ル ト ～ 第 三 ベ
ル ト 間 （ 第 三 ベ ル ト 下 ） の 歪 、 交 錯 層 間 の 歪 、 第 三 ベ ル ト の 幅 端 上 の ト レ ッ ド ゴ ム 圧 縮 時
の エ ネ ル ギ ー ロ ス か ら ほ ぼ 決 ま る ） 、 従 来 は 、 ト レ ッ ド ゴ ム を 、 摩 耗 、 偏 摩 耗 に 優 れ た ゴ
ム （ Capゴ ム ） と 、 発 熱 耐 久 性 に 優 れ た ゴ ム （ Baseゴ ム ） の 二 重 ゴ ム 構 造 と し て 摩 耗 性 能
と 発 熱 耐 久 性 の 両 性 能 を と も に 改 善 す る よ う に し て い た と こ ろ 、 こ の 点 に 関 し て は 未 だ 多
少 の 改 善 の 余 地 が 残 さ れ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 重 荷 重 車 両 に 装 着 さ れ る タ イ ヤ に つ き 、 摩 耗 性 能 、 発 熱 耐 久 性 を と も
に 改 善 す る と こ ろ に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 本 の コ ー ド を タ イ ヤ の 回 転 軸 に 沿 っ て 配 列 し た 少 な く と も 一 枚 の プ ラ イ
を 、 ビ ー ド 部 に そ れ ぞ れ 埋 設 し た ビ ー ド コ ア の 相 互 間 で ト ロ イ ダ ル に 延 在 さ せ た カ ー カ ス
を 備 え 、 こ の カ ー カ ス の ク ラ ウ ン 部 の タ イ ヤ 径 方 向 外 側 に 交 錯 層 を 含 む ベ ル ト 層 を 配 置 し
、 さ ら に そ の 径 方 向 外 側 に タ イ ヤ の 周 り に 沿 う 複 数 の 溝 に よ っ て 区 画 形 成 さ れ た 陸 部 を 有
す る ト レ ッ ド を 配 設 し た 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ に お い て 、
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　 前 記 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 陸 部 の 内 側 又 は そ の 直 下 の み に 、 タ イ ヤ の
シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 接 地 圧 を 軽 減 し て そ の 部 位 の 偏 摩 耗 を 抑 制 す る 密 閉 空 間 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 構 成 に な る 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ に お い て 前 記 密 閉 空 間 は 、 タ イ ヤ の 周 り に 沿
っ て 連 続 し て 延 び る も の が 好 ま し く 、 少 な く と も タ イ ヤ の 幅 方 向 の 内 側 よ り も タ イ ヤ の 幅
方 向 外 側 に お い て よ り 大 き な 隙 間 を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 密 閉 空 間 の 断 面 積 は 、 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 陸 部 の 断 面 積
の 1.5～ 25％ と す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 交 錯 層 の 幅 端 か ら タ イ ヤ の ト レ ッ ド 踏 面 ま で を 最 短 距 離 で 結 ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 ト
レ ッ ド 踏 面 か ら 密 閉 空 間 に 至 る ま で の 距 離 を d１ と し 、 ト レ ッ ド の 幅 端 か ら 密 閉 空 間 に 至
る ま で の 最 短 距 離 を d２ と し 、 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 溝 の 深 さ を Ｄ と し
た 場 合 に 、 d１ 、 d２ は 、 0.7D＜ d１ ≦ d２ ＜ D＋ ２ を 満 足 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 交 錯 層 の 上 面 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 密 閉 空 間 の
隙 間 の 寸 法 を a１ と し 、 該 仮 想 線 と 密 閉 空 間 と の 交 点 か ら 密 閉 空 間 の ト レ ッ ド 幅 方 向 内 側
端 に 至 る ま で の 距 離 を w１ と し 、 前 記 ト レ ッ ド の 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ
仮 想 線 上 で の 、 該 仮 想 線 と 密 閉 空 間 と の 交 点 か ら 密 閉 空 間 の ト レ ッ ド 幅 方 向 外 側 に 至 る ま
で の 距 離 を w２ と し た 場 合 に 、 a１ 、 w１ 、 w２ は w１ ・ a１ ≧ 5　 か つ w２ ≧ 0を 満 足 す る も の
と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 ト レ ッ ド の 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 密 閉
空 間 の 隙 間 の 寸 法 を a２ と し た 場 合 に 、 d１ 、 a１ 、 d２ 、 a２ は 、
　 　 　 　 　 　 　 　 a１ ≦ d１ ≦ 10・ a１ 　 か つ a２ ≦ d２ ≦ 3・ a２
も し く は 、 　 　 　 　 1≦ d１ /a１ ≦ 10　 　 か つ 1≦ d２ /a２ ≦ 3
の 条 件 を 満 足 す る も の と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 陸 部 の 内 側 又 は そ の 直 下 の み に 、 密 閉 空 間 を 設
け る こ と で 、 タ イ ヤ の シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 接 地 圧 が 軽 減 さ れ シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 偏 摩
耗 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 密 閉 空 間 は 、 偏 摩 耗 の 抑 制 と 発 熱 耐 久 性 の 両 特 性 を と も に 改 善 す る 観 点 か ら 、 ト レ
ッ ド の 幅 方 向 に 沿 っ て 伸 延 し 、 か つ 、 タ イ ヤ 径 方 向 に お い て 隙 間 を 隔 て て 相 対 す る 一 対 の
長 辺 壁 と 、 こ の 長 辺 壁 を 両 側 に 挟 む 一 対 の 短 辺 壁 を 組 み 合 わ せ た 略 矩 形 断 面 と し 、 こ れ を
タ イ ヤ の 周 り に 沿 っ て 連 続 的 に 伸 延 さ せ る こ と で タ イ ヤ の 全 周 に わ た り 一 様 に 偏 摩 耗 が 軽
減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 密 閉 空 間 は 、 少 な く と も タ イ ヤ の 幅 方 向 の 内 側 の 隙 間 に 比 較 し て タ イ ヤ の 幅 方 向 外
側 の 隙 間 を よ り 大 き す る こ と で タ イ ヤ の 幅 方 向 外 側 の 接 地 圧 を さ ら に 低 減 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 密 閉 空 間 の 断 面 積 に つ い て は 、 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 陸 部 の 断 面
積 の 1.5～ 25％ と す る こ と で 、 摩 耗 性 能 （ ト レ ッ ド ゴ ム が 存 在 す る こ と に よ る 。 ） と 偏 摩
耗 性 能 、 発 熱 耐 久 性 （ 隙 間 が 存 在 す る こ と に よ る 。 ） の 両 立 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 前 記 交 錯 層 の 幅 端 か ら タ イ ヤ の ト レ ッ ド 踏 面 ま で を 最 短 距 離 で 結
ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 ト レ ッ ド 踏 面 か ら 密 閉 空 間 に 至 る ま で の 距 離 を d１ と し 、 ト レ ッ ド の
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幅 端 か ら 密 閉 空 間 に 至 る ま で の 最 短 距 離 を d２ と し 、 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置
す る 溝 の 深 さ を Ｄ と し た 場 合 に 、 d１ 、 d２ は 、 0.7D＜ d１ ≦ d２ ＜ D＋ ２ と し た が 、 こ れ に
よ り 、 ト レ ッ ド の 幅 方 向 の 全 域 が ほ ぼ 均 一 に 摩 耗 し て い く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 交 錯 層 の 上 面 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 密 閉 空 間 の 隙 間
の 寸 法 を a１ と し 、 該 仮 想 線 と 密 閉 空 間 と の 交 点 か ら 密 閉 空 間 の ト レ ッ ド 幅 方 向 内 側 端 に
至 る ま で の 距 離 を w１ と し 、 前 記 ト レ ッ ド の 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想
線 上 で の 、 該 仮 想 線 と 密 閉 空 間 と の 交 点 か ら 密 閉 空 間 の ト レ ッ ド 幅 方 向 外 側 に 至 る ま で の
距 離 を w２ と し た 場 合 に 、 a１ 、 w１ 、 w２ は 　 w１ ・ a１ ≧ 5　 か つ w２ ≧ 0と し た が 、 w１ ・ a

１ ≧ 5と す る こ と で ト レ ッ ド の 圧 縮 に 伴 う エ ネ ル ギ ー ロ ス が 交 錯 層 の 上 に 位 置 す る ベ ル ト
に 伝 播 さ れ る の を 阻 止 す る こ と が 可 能 と な り 発 熱 耐 久 性 が 改 善 さ れ 、 w２ ≧ 0と す る こ と で
、 シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 接 地 圧 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 ト レ ッ ド の 幅 端 か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 上 で の 、 該 密 閉 空 間 の 隙
間 の 寸 法 を a２ と し た 場 合 に 、 d１ 、 a１ 、 に つ い て は 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a１ ≦ d１ ≦ 10・ a１ 　 か つ a２ ≦ d２ ≦ 3・ a２
　 　 　 　 　 も し く は 、 　 1≦ d１ /a１ ≦ 10　 か つ 1≦ d２ /a２ ≦ 3
と し た が 、 こ の 条 件 を 満 足 さ せ る こ と で 、 ト レ ッ ド の 圧 縮 に 伴 う エ ネ ル ギ ー ロ ス の 伝 播 を
阻 止 し て 発 熱 耐 久 性 の 改 善 を 図 る と と も に 接 地 圧 を 低 減 し て 偏 摩 耗 が 回 避 さ れ る 。 　 　 　
　
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 従 う 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ の 実 施 の 形 態 を 右 側 の 断 面 に つ い て 示 し た
も の で あ る （ 左 側 の 断 面 も 右 側 の 断 面 と 同 様 な の で 省 略 す る ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 に お け る 番 号 １ は タ イ ヤ の 骨 格 を な す カ ー カ ス で あ る 。 こ の カ ー カ ス １ は 複 数 本 の コ
ー ド を タ イ ヤ の 回 転 軸 に 沿 っ て 配 列 し た 少 な く な く と も 一 枚 の プ ラ イ か ら な っ て お り 、 ビ
ー ド 部 に そ れ ぞ れ 埋 設 し た ビ ー ド コ ア （ 図 示 せ ず ） の 相 互 間 で ト ロ イ ダ ル に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ２ は カ ー カ ス １ の ク ラ ウ ン 部 で タ イ ヤ 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ た ベ ル ト 層 で あ る 。
こ の ベ ル ト 層 ２ は カ ー カ ス １ 側 か ら 順 に 第 一 ベ ル ト 2a、 第 二 ベ ル ト 2b、 第 三 ベ ル ト 2c、 第
四 ベ ル ト 2dを 積 み 重 ね た 四 層 構 造 と し て 例 示 し て あ り 、 そ の う ち の 第 三 ベ ル ト 2cが 交 錯 層
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ３ は ベ ル ト 層 ２ の さ ら に タ イ ヤ 径 方 向 外 側 に 配 設 さ れ た ト レ ッ ド （ ト レ ッ ド ゴ ム ） で あ
る 。 こ の ト レ ッ ド ３ は タ イ ヤ の 周 り に 沿 う 、 深 さ Ｄ に な る 溝 3a（ 周 方 向 溝 ） が ト レ ッ ド ３
の 幅 方 向 に 間 隔 を 隔 て て 複 数 本 形 成 さ れ て い て 、 こ の 溝 3aに よ っ て 幅 寸 法 が Ｗ に な る 陸 部
3bが 区 画 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ４ は ト レ ッ ド ３ の 幅 方 向 の 最 も 外 側 に 位 置 す る 陸 部 3b（ 以 下 、 最 外 陸 部 と い う ） の 直 下
に 形 成 さ れ た 密 閉 空 間 で あ る 。 こ の 密 閉 空 間 ４ は 、 ト レ ッ ド ３ の 幅 方 向 に 沿 っ て 伸 延 し 、
か つ タ イ ヤ 径 方 向 に お い て 隙 間 ｍ を 隔 て て 相 対 す る 一 対 の 長 辺 壁 4a、 4bと 、 こ の 長 辺 壁 4a
、 4bを 両 側 に 挟 む 一 対 の 短 辺 壁 4c、 4dと を 組 み 合 わ せ た 略 矩 形 断 面 か ら な る も の を 例 と し
て 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 ５ は 交 錯 層 2cの 幅 端 2c′ か ら タ イ ヤ の ト レ ッ ド 踏 面 ま で の 最 短 距 離 で 結 ぶ 仮 想
線 、 ６ は ト レ ッ ド ３ の 幅 端 3′ か ら 密 閉 空 間 ４ ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 に な る 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ に お い て は 、 シ ョ ル ダ ー 部 に お け る 接
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地 面 圧 が 効 果 的 に 低 減 さ れ る 結 果 と し て SEWや TW等 の 各 種 偏 摩 耗 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ る だ
け で な く 、 ト レ ッ ド ３ の 圧 縮 に 伴 う エ ネ ル ギ ー ロ ス が 密 閉 空 間 ４ に て 遮 断 さ れ る の で （ 交
錯 層 2cに 伝 播 さ れ に く く な る ） 、 発 熱 耐 久 性 も 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 仮 想 線 ５ で の 、 該 ト レ ッ ド 踏 面 か ら 密 閉 空 間 ４ に 至 る ま で の 距 離 d１
、 ト レ ッ ド ３ の 幅 端 3′ か ら 密 閉 空 間 ４ に 至 る ま で の 最 短 距 離 d２ 、 ト レ ッ ド ３ の 幅 方 向 の
最 も 外 側 に 位 置 す る 溝 3aの 深 さ Ｄ と し て 0.7D＜ d１ ≦ d２ ＜ D＋ ２ と 規 定 し た が 、 そ の 理 由
は 、 d１ ≦ d２ が 0.７ Dを 下 回 る と 初 期 ～ 中 期 摩 耗 時 に 密 閉 空 間 ４ が 露 出 し て し ま い 早 期 の
取 り 外 し に つ な が る こ と が 懸 念 さ れ る か ら で あ り 、 一 方 、 D＋ 2を 超 え る 場 合 に は 密 閉 空 間
４ が ベ ル ト 層 3に 接 近 し す ぎ る こ と に な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 仮 想 線 ５ で の 該 密 閉 空 間 ４ の 隙 間 の 寸 法 a１ 、 該 仮 想 線 ５ と 密 閉 空 間 ４ と の 交 点 P
か ら 密 閉 空 間 ４ の ト レ ッ ド 幅 方 向 内 側 端 に 至 る ま で の 距 離 を w１ 、 ま た 、 ト レ ッ ド ３ の 幅
端 3′ か ら 密 閉 空 間 ４ ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 6上 で の 、 該 仮 想 線 ６ と 密 閉 空 間 ４ と の
交 点 P１ か ら 密 閉 空 間 ４ の ト レ ッ ド 幅 方 向 外 側 に 至 る ま で の 距 離 を w２ と し た 場 合 に 、 w１
・ a１ ≧ 5　 か つ w２ ≧ 0と し た が 、 w１ ・ a１ ≧ 5と 規 定 し た が 、 こ れ に よ り 密 閉 空 間 ４ が 交
錯 層 2cの 幅 端 を カ バ ー す る 領 域 に 存 在 す る こ と に な り タ イ ヤ の 発 熱 耐 久 性 が 向 上 す る 。 ま
た 、 w２ ≧ 0と す る こ と で 、 密 閉 空 間 ４ が ト レ ッ ド ３ の 幅 端 3′ よ り も 外 側 に 存 在 す る こ と
と な り シ ョ ル ダ ー 部 の 外 側 で の 接 地 圧 が 低 下 さ れ 偏 摩 耗 の 抑 制 に つ な が る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ト レ ッ ド ３ の 幅 端 3′ か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想 線 6上 で の 、 該 密 閉 空 間 ４
の 隙 間 の 間 隔 a２ と 仮 想 線 ５ で の 、 該 ト レ ッ ド 踏 面 か ら 密 閉 空 間 ４ に 至 る ま で の 距 離 d１ を
a１ ≦ d１ ≦ 10・ a１ も し く は 1≦ d１ /a１ ≦ 10と し 、 ト レ ッ ド ３ の 幅 端 3′ か ら 密 閉 空 間 ４ に
至 る ま で の 最 短 距 離 d２ と 、 ト レ ッ ド ３ の 幅 端 3′ か ら 密 閉 空 間 ま で の 最 短 距 離 を 結 ぶ 仮 想
線 6上 で の 、 該 密 閉 空 間 ４ の 隙 間 の 間 隔 a２ を a２ ≦ d２ ≦ 3・ a２ も し く は 1≦ d２ /a２ ≦ 3と
す る こ と で 密 閉 空 間 ４ が 交 錯 層 2cの 幅 端 を カ バ ー す る 領 域 か ら ト レ ッ ド ３ の 幅 端 3′ よ り
も 外 側 に 存 在 す る こ と と な り 発 熱 耐 久 性 が 向 上 す る と と も に 、 シ ョ ル ダ ー 部 の 外 側 で の 接
地 圧 低 下 し て 偏 摩 耗 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ベ ル ト 層 ２ と し て は 、 四 層 構 造 と し て 例 示 し た が 、 交 錯 層 2cが 存 在 す る も の で あ れ ば 三
層 構 造 で あ っ て も よ く 、 こ の 点 に つ い て は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 密 閉 空 間 ４ は 、 プ レ キ ュ ア ト レ ッ ド の 裏 面 に 予 め 上 記 の 条 件 を 満 足 す る 形 状 、 サ イ ズ の
溝 を 設 け て お き 、 こ れ を ベ ル ト を 含 む ベ ー ス タ イ ヤ に 接 着 す る こ と に よ っ て 形 成 す る こ と
が で き る （ プ レ キ ュ ア ト レ ッ ド 法 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 密 閉 空 間 ４ は 、 一 対 の 長 辺 壁 4a、 4bと 、 こ れ を 両 側 に 挟 む 一 対 に 短 辺 壁 4c、 4dと
を 組 み 合 わ せ た 略 矩 形 断 面 を 有 す る も の を 示 し た が 、 該 密 閉 空 間 ４ は 楕 円 や 台 形 状 の も の
で あ っ て も よ く 、 こ の 点 に つ い て も 限 定 は さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
実 施 例 １
　 サ イ ズ が 295/75R22.5で パ タ ー ン が R287Zに な る 表 １ に 示 す 構 造 の タ イ ヤ （ 基 準 タ イ ヤ は
SG付 き で 、 北 米 高 耐 摩 耗 （ MPM20000mile/mm向 け spec） ） を 製 造 （ サ ン プ ル 数 100本 ） し 、
こ れ を サ イ ズ 8.25× 22.5の リ ム に 到 着 、 690kPaの 内 圧 を 充 填 し て 40000mile、 80000mile、
120000mile走 行 時 に お け る シ ョ ル ダ ー 部 の 摩 耗 状 況 （ SEW等 の 偏 摩 耗 形 態 と そ の レ ベ ル （
偏 摩 耗 幅 、 深 さ 等 ） ） と 、 テ ア ー /ク ラ ッ ク の 発 生 状 況 （ 発 生 の 有 無 と そ の レ ベ ル （ 周 上
の 発 生 個 数 、 亀 裂 長 さ 、 深 さ 等 ） ） つ い て 調 査 し た 。 そ の 結 果 を 図 ２ に 比 較 し て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 図 ２ の デ ー タ ー は 全 て サ ン プ ル 100本 の 平 均 を 示 し た も の で あ り 、 SG、 テ ア ー レ
ベ ル の レ ベ ル ０ は 発 生 な し の 場 合 を 示 し て あ り 、 レ ベ ル １ は 深 さ ２ mm以 下 の し わ が 発 生 し
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た 場 合 を 示 し て あ り 、 レ ベ ル ２ は 深 さ ２ mm以 上 の し わ が 発 生 し 小 テ ィ ア （ 幅 10、 深 さ 10mm
以 下 ） が １ 箇 所 発 生 し た 場 合 で あ り 、 レ ベ ル ３ は 中 テ ィ ア （ 幅 20mm以 下 、 深 さ 20mm以 下 ）
が １ 箇 所 発 生 、 小 テ ィ ア が ２ 箇 所 以 上 発 生 し て あ り 、 レ ベ ル ４ は 大 テ ィ ア （ 幅 20mm超 え 、
深 さ 20mm超 え ） の 発 生 が 認 め ら れ た か 、 あ る い は 中 テ ィ ア が ２ 箇 所 以 上 発 生 し た 場 合 を 示
し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ に よ り 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に 従 う タ イ ヤ （ 適 合 タ イ ヤ ） は 、 他 の タ イ ヤ に 比 較
し て 偏 摩 耗 が 軽 減 さ れ か つ 、 テ ィ ア レ ベ ル も 低 い 傾 向 に あ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
実 施 例 ２
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　 サ イ ズ が 295/75R22.5で パ タ ー ン が M726EL（ 北 米 摩 耗 ラ イ フ 特 化 spec＝ ト レ ッ ド ゴ ム 体
積 大 spec） に な る 表 ２ に 示 す 構 造 の タ イ ヤ （ 基 準 タ イ ヤ は SG付 き ） を 製 造 （ サ ン プ ル 数 ５
本 ） し 、 ３ mmバ フ 時 、 ６ mmバ フ 時 、 ９ mmバ フ 時 で の QC耐 久 レ ベ ル を 調 査 し た 。 そ の 結 果 を
図 ３ に 比 較 し て 示 す 。 な お 、 QC耐 久 レ ベ ル は 、 FMVSS119で 定 め る 試 験 法 に 準 じ て 室 内 ド ラ
ム 試 験 に て 65km/hで 走 行 さ せ 、 荷 重 を 一 定 時 間 ご と に 徐 々 に 上 げ て い き 、 故 障 し た 荷 重 を
基 に し て 算 出 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 発 熱 耐 久 レ ベ ル は 、 基 準 タ イ ヤ （ 現 構 造 の タ イ ヤ ） を 100と し た 場 合 の 数 値 （ 値 が 大 き
い 程 発 熱 耐 久 性 に 優 れ る ） で あ り 、 比 較 タ イ ヤ は 基 準 タ イ ヤ を ３ ～ ９ mmバ フ 時 の 値 で あ っ
て 、 こ の 値 で も 現 状 で は 市 場 に お い て も 問 題 は な い も の の 、 適 合 タ イ ヤ は 、 WTD（ 溝 の 深
さ 方 向 の 摩 耗 量 ） 0～ 5mmの 領 域 で 、 現 構 造 タ イ ヤ 対 比 ＋ 50％ 程 度 の 改 善 効 果 が 見 ら れ る こ
と が 確 認 さ れ 、 こ の 技 術 を 用 い る こ と で 将 来 的 に は ト レ ッ ド ゴ ム 体 積 増 大 に よ る さ ら な る
摩 耗 ラ イ フ （ =タ イ ヤ の 走 行 可 能 距 離 ） の 向 上 が 可 能 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 に 使 用 し た タ イ ヤ の 偏 摩 耗 レ ベ ル は 、 ト レ ッ ド 中 央 の リ ブ 部 の 初 期 ゴ
ム 体 積 に 対 す る 摩 耗 体 積 ％ 対 比 に よ る も の で 、 シ ョ ル ダ ー リ ブ が ど れ だ け 摩 耗 （ 体 積 ％ ）
が 進 行 し て い る か を 示 し て い る （ 均 一 に 摩 耗 し て い る 場 合 は １ と な る 。 ） 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 偏 摩 耗 が 軽 減 さ れ 発 熱 耐 久 性 の 高 い 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ が 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 従 う 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ の 構 成 を そ の 要 部 に つ い て 模 式 的 に 示 し た
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 走 行 距 離 と 偏 摩 耗 の 関 係 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
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【 図 ３ 】 ト レ ッ ド ゴ ム の バ フ 量 と 発 熱 耐 久 レ ベ ル の 関 係 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ 　 カ ー カ ス
２ 　 ベ ル ト 層
３ 　 ト レ ッ ド
3a　 溝
3b　 陸 部
４ 　 密 閉 空 間
4a　 長 辺 壁
4b　 長 辺 壁
4c　 短 辺 壁
4d　 短 辺 壁
５ 　 仮 想 線
６ 　 仮 想 線
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